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西部北太平洋における春と晩夏の植物プランクトンの細胞生存率の違いについて 

 

 海洋表層水における植物プランクトンの減少要因として、細胞溶解による細胞死が新た

に示唆されている。植物プランクトンの細胞死は、動物プランクトンの捕食や炭素固定に

影響を与える可能性がある。また細胞溶解は、微生物ループの重要な炭素源として機能す

るとされている。このように植物プランクトンの細胞死は、植物プランクトンの群集動態

のみならず、海洋生態系や生物地球化学サイクルにとっても重要であると考えられる。し

かし西部北太平洋における海洋植物プランクトンの細胞死に関する知見は乏しい。本研究

は、西部北太平洋の春と晩夏における植物プランクトン細胞死の重要性を評価するために、

細胞膜透過性実験を行った。さらに、晩夏の植物プランクトンの溶解速度を溶解エステラ

ーゼ活性法により評価した。 

 2003 年 9 月と 2005 年 5 月に西部北太平洋のモニタリングライン (A-line) の水深 5 m ま

たは 10 m より採水を行った。デオキシリボヌクレアーゼとトリプシンを添加し、生細胞と

死細胞を区別し、フローサイトメトリーとHPLC色素分析によって細胞生存率を推定した。

2003年9月には植物プランクトンの溶解率を、8時間毎に24時間にわたり未濾過と濾過 (0.2 

µm) 区分のエステラーゼ活性を測定し、両者の差である粒子区分のエステラーゼ活性の減

少を植物プランクトンの溶解率とした。また植物プランクトンの群集構造を推定するため

に、植物プランクトン色素を HPLC で分析した。 

 晩夏の植物プランクトン群集は、ピコサイズ藍藻類のシネココッカス属が優占していた。

細胞生存率はシネココッカス属で 60–79%、真核ナノプランクトンで 26–41%であった。植

物プランクトンの比溶解速度は、0.12–0.67 d
-1であった。一方、春季には、真核植物プラン

クトンが植物プランクトン群集に優占していた。春季の表層真核ナノプランクトンの細胞

生存率は 70%以上であり、晩夏の生存率よりも有意に高かった。春季のシネココッカス属

は黒潮-親潮流域にて 1×10
4
 cells ml

-1未満の密度で、その生存率は 80%であった。春季に珪

藻類のブルームが発生した親潮域では、フコキサンチンを含む植物プランクトンの生存率

は約 90%であった。これらの結果は、植物プランクトンの細胞生存率が、調査海域の群集

構造や季節によって変化することを示している。本研究では、親潮および黒潮-親潮移行領

域において、細胞溶解による微生物食物網への DOC 供給が、特に晩夏において重要なこと

が示唆された。 
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